
§

『 ’

§

少
■労

『 工 、 六 ○ ｍ 両 六 六 ○ ｚ ○ 》 一 ○ Ｑ

ｚ Ｏ く 、 三 ｍ ｍ 刀 一 の ① の

玲 齢 軍 什 呼 蝿 叫 び ン 心 Ｓ 涛 副 酬 浄

雲
１ｋ

‐ ‐ 狐 Ｍ ｕ 罰 詞 Ⅸ Ｎ 叩 叫 剤 １ １ １ ‐ Ｉ

へ 、、
‐ １ １ １ Ｉ

●

侭
順 に 卦

角

グ

髪

蕊
/’

髪

慰
一
蕊
譲
毒
重
ﾐ
；

Ｂ ６ ｊ Ｊ Ｊ
ず

ぃ ‐ ‐ 卿 ‐ 傭 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ・ 緬 鋼 ‐ 傭 》 》 率 響 雲 曜 帳 Ⅲ ‐ ‐ ‘ １ １ １ ５ ’ １ ‐ ‐ 》 》 》 雪 蝿 癖 い い 岬 帆 蝿 鋤 岬 鵬 卿 山 胸 〃 ノ ノ ノ ／ ゾ シ ”

ﾉ后
一へ
と、
‐

、
〆
亀

，、
唇

旬
魚
咽

（

Ｅ 、
多乏
乏堂
Z２

の

二
一
多
≦

盲

ｈ
Ｎ >ヅ

皇
ニ
ー

ー 一 富
＝

F
D
d ャ
d

l
毎
望

ｌ ‐ １ １ Ｉ

蕊豊S
K、８
，Ｚ

〆

シ
ｆ

刀 ズ ウ ー 』 、
１ １

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ｇ雲ｌ◎

好
一

一
＝
,
一
一
一
一
一

盟
鰹

茎
蕊
鱗
蕊
識
議

hiI

③

都

＜

一Ｌ・卜、

皿・哩哩

=
蛋
渥
F
記
宇

Ⅱ
ゴ
ー
や
Ｌ
塁
躍

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



９

虎 の

wルィ延し‘し

絵
Ｌ
土
ヴ
ノ
津
高
和

’ 連一一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Ⅱ

＜神戸☆大阪〉３店舗オーブ，ン

&

一コぎ.

三宮センター街３９：５５２９〈サンキユウイイフク〉
さんちか（レデイスタウン）３９：Ｉ２０４
東京・東急百貨店（日本橋店）２１１：０５

師
■

Ｆ

１

ロハＤI F 胃

州Ｉ
！SＨｏＰ

錫

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ｌ
‐

’
八
〉
Ｊ

●
神
戸
っ
子
が
０

華
麗
な
踊
り
、
情
熱
的
な
カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
の
調
べ
。
こ
の
激
し

い
舞
台
を
動
の
世
界
と
す
れ
ば
、
琵
琶
は
静
に
浸
っ
て
い
る
。

上
原
ま
り
。
筑
前
琵
琶
の
名
師
。
柴
田
旭
堂
を
母
に
持
ち
、
幼

い
頃
よ
り
琵
琶
の
音
色
の
美
し
さ
に
惚
れ
、
旭
艶
を
名
取
る
。

湊
川
高
校
二
年
の
時
、
宝
塚
で
琵
琶
を
弾
い
て
い
た
母
親
に
連

れ
ら
れ
て
見
た
舞
台
に
魅
せ
ら
れ
、
受
験
勉
強
を
振
り
き
っ
て
宝

塚
に
入
る
。
昨
年
四
月
、
花
組
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
し
た
．

得
意
は
歌
だ
が
、
結
局
は
琵
琶
の
語
り
と
発
声
が
同
じ
ね
、
と

傍
の
母
親
を
見
て
、
最
近
は
琵
琶
の
練
習
を
サ
ボ
ッ
て
る
の
、
と

首
を
す
く
め
る
。
神
秘
な
琵
琶
の
感
触
を
、
今
後
の
舞
台
で
ふ
く

ら
ま
せ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
本
名
・
柴
田
洋
子
。
葺
合
区
在
住
。

〈
写
真
左
・
児
童
文
化
会
館
に
て
右
．
今
年
一
月
へ
ス
タ
ー
パ
レ
ー
ド
の
舞
台
〉

ﾉコ

子

上
原
マ
リ
〈
宝
塚
歌
劇
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メ
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三宮店・神戸新聞会館秀品店内
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納

●石
の
肌
ざ
わ
り
が
、
見
る
者
に
暖
か
い
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
生

む
。
こ
れ
が
高
尚
｛
な
エ
ロ
チ
ズ
ム
、
た
わ
む
れ
の
モ
チ
ー
フ
だ

納
健
。
北
野
小
学
校
時
代
、
絵
描
き
に
な
る
と
宣
言
し
て
、
後

新
谷
秀
雄
氏
に
師
事
、
彫
塑
の
道
を
歩
む
。
二
回
の
北
欧
旅
行
を

通
じ
て
、
厳
し
い
環
境
の
も
と
で
の
人
間
Ｆ
性
に
心
を
う
た
れ
、
そ

れ
を
童
話
の
世
界
に
つ
な
げ
る
材
質
を
石
に
求
め
て
い
る
．

一
方
、
サ
ン
テ
レ
ビ
の
美
術
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
嘱
託
と
し
て
五
月

の
開
局
時
ま
り
参
加
。
ス
タ
ジ
オ
の
セ
ッ
ト
づ
く
り
に
没
頭
し
、

器
用
に
こ
な
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に
溺
れ
る
こ
と
の
危
険
性
を
自

戒
し
て
い
る
。
こ
の
テ
レ
ビ
で
の
仕
事
が
彼
の
彫
塑
に
鋭
角
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
そ
う
だ
。
葺
合
区
在
住
。
三
二
才
。
独
身
。

〈
写
真
は
い
ず
れ
も
、
サ
ン
テ
レ
ビ
の
ス
タ
ジ
オ
に
て
、
〉
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確 信をもって

タジマの眼が選んだ

宝石の名品

って

んだ

名品
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タジマでは、宝石の鑑定を無料でご相談に

応じておりますので、お気軽にご利用ください

０３８７．２５５２
無料でご相談( こ
にご利用ください

白金ブルーサファイヤ
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聾挺

毎
日
新
聞
社
の
二
階
ホ
ー
ル
一
杯
に

響
き
わ
た
る
強
烈
な
そ
れ
で
い
て
節
度

の
あ
る
リ
ズ
ム
・

《
子

宮
で
巨
己
老
洋
琴
で
①
。
ご
｝
の
臣
己
屋
で
尋
》
啓

固
①
。
己
﹈
①
．
罵
冒
。
局
①
己
の
。
巳
①
君
の
村
①
【
・
司

己
①
。
己
﹈
の
釦
ご
己
の
。
や
一
①
①
ぐ
の
吋
望
言
毒
①
Ｈ
①
…
．
、

額
の
汗
が
い
き
い
き
と
輝
き
、
誰
も

か
れ
も
が
、
瞳
、
手
、
足
と
全
身
で
歌

い
か
け
て
く
る
。

日
曜
日
は
Ｍ
Ｒ
Ａ
シ
ン
グ
ァ
ウ
ト
の

メ
ン
バ
ー
が
、
ギ
タ
ー
や
楽
譜
を
持
っ

て
集
ま
る
日
だ
。
な
か
に
は
、
分
ち
あ

い
た
い
喜
び
を
持
っ
て
く
る
者
、
悩
み

で
一
杯
の
頭
を
う
つ
む
け
て
入
っ
て
く

る
者
も
あ
る
。

人
種
、
身
分
、
貧
富
を
越
え
た
こ
の

Ｍ
Ｒ
Ａ
運
動
は
国
際
都
市
神
戸
に
根
を

張
ろ
う
と
し
て
い
る
。
若
い
、
全
く
若

い
人
達
に
よ
っ
て
．
シ
ン
グ
ァ
ウ
ト
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
。

関
西
弁
で
始
ま
っ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
熱
を
お
び
て
く
る
と
英
語
の
感
嘆
詞

が
飛
び
出
し
、
か
げ
り
の
な
い
底
抜
け

に
明
る
い
笑
い
を
誘
う
。
隅
の
方
か
ら

，
中
園
一
語
の
さ
さ
や
き
が
串
間
か
れ
る
。

Ｍ
Ｒ
Ａ
は
日
本
語
で
は
「
道
義
的
精

神
的
再
武
装
」
と
い
か
め
し
い
。
だ
が

こ
こ
に
集
っ
た
若
者
た
ち
は
そ
ん
な
肩

書
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
る
程
弱
く
は
な
い

若
い
″
そ
の
若
さ
こ
そ
が
宝
な
の
だ
。

「
Ｍ
Ｒ
Ａ
は
本
当
に
偉
大
な
思
想
で

す
。
ち
っ
ぽ
け
な
歌
う
と
い
う
行
為
か

ら
で
も
そ
の
思
想
を
行
動
に
移
さ
ず
に

は
お
れ
ま
せ
ん
」
と
、
あ
ど
け
さ
の
残

る
甲
南
女
子
大
二
年
の
酒
井
ゅ
か
り
さ

ん
は
熱
を
込
め
て
語
る
。

彼
女
の
い
う
、
何
か
す
ば
ら
し
い
事

が
、
歌
声
と
共
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
や
さ
し
い
心
で
期
待
し
た
い
。

写
真
は

若
さ
い
っ
ぱ
い
の
国
際
色
豊
か
な
Ｍ
Ｒ

Ａ
シ
ン
グ
ア
ウ
ト
神
戸
の
メ
ン
バ
ー
。

Ｐ
旧
参
照
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六甲山麓の静かなパールの
館、金子真珠一階にお ｲ 寺ち
かねの《かねニパールサロ
ン》がオープンいたしまし
た。テ富ザイン、品質ともに
最高の数々のチヨーカー、
ブレスレット・ペンダント

ブローチなどを揃えました
ので、ぜひともお立寄りく
ださいませ。
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写真右・建設中の旅客船ターミナ
ルと神戸大橋に接続する
ハイウェイの基礎エ事、
背景に貿易センターが見
える。

写真上・海と陸からドッキングし
た神戸大橋

写真下・海上に；亭かぶ神戸大橋と
旅客船ターミナノレ

事
が

エ
ー

神
戸
に
縦
の
軸
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

山
陽
新
幹
線
神
戸
駅
、
三
宮
、
貿
易
セ

ン
タ
ー
、
そ
れ
と
海
上
都
市
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
が
、
海
と
山
の
機
能
を
生
か

し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
．

そ
の
軸
の
要
所
が
、
来
年
三
月
の
完

成
が
待
た
れ
る
神
戸
大
橋
と
旅
客
船
タ

ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
。

外
洋
航
路
の
発
着
の
激
し
い
第
四
突

堤
に
で
き
る
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
三
階
の
も

の
で
、
税
関
、
両
替
の
機
能
だ
け
で
な

く
、
花
壇
の
あ
る
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
送

迎
デ
ッ
キ
が
で
き
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
内

に
は
、
電
気
製
品
、
陶
磁
器
を
は
じ
め

ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
、
真
珠
な
ど
神
戸

の
誇
る
商
品
を
展
示
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
コ
ー
ナ
ー
、
喫
茶
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
憩
い
の
ス
ペ
！
ス
で
、
神
戸
を
訪

れ
る
旅
行
者
を
歓
待
す
る
．

Ｌ生

甥潅頴
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1 0 月1 5 日元町本店新装開店

神戸眼鏡院元町店が、今
度装いも新たにクリェイ
ティブな眼鏡店として開
店致します。めがねの事
なら自信を持ってお引き
受け致しますので今豊後共
よろしく御利用下さいま
せ。

一言璽盲~ ~ ‐ｰ 弓童γ冨睡p 画
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神戸貿易センターを祝って

ﾈ 申戸経済の
飛躍の起点に

佐谷弘
く豊戸鴇工壷議璽＞

’
1３

☆
神
戸
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
宿
る
神
戸
商
工
会
議
所
の
魂

こ
の
十
月
二
十
日
に
竣
工
し
た
二
十
四
階
、
西
日
本
随
一
の
超

高
層
ビ
ル
で
あ
る
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
は
、
神
戸
市
全
体
と

し
て
の
大
き
な
意
義
と
、
超
高
層
ビ
ル
の
雄
姿
そ
の
も
の
に
意
義

を
有
し
て
い
る
。

戦
後
、
発
展
の
停
滞
気
味
の
神
戸
経
済
界
の
シ
ン
ボ
ル
的
願
望

を
こ
め
て
、
神
戸
港
開
港
百
年
記
念
事
業
と
し
て
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
当
初
、
神
戸
商
工
会
議
所
が
新
し
い

ピ
ル
を
建
て
よ
う
と
し
て
い
た
の
と
呼
応
し
て
、
神
戸
市
と
神
戸

経
済
界
の
努
力
で
も
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
港
と
共
に
生
き
て
き
た
神
戸
が
、
過
去
の
経
済
発
展
を

省
み
、
将
来
を
想
う
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
神
戸
、
遠
く
阪
神
間
を

傭
敵
で
き
る
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
大
で
あ
り
、
そ
の
一

角
を
占
め
る
商
工
会
議
所
の
位
置
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
、
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
は
、
商
工
会
議
所
だ
け
で
な

く
、
神
戸
通
商
事
務
所
、
日
本
貿
易
振
興
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
各

種
公
団
、
海
運
、
港
湾
貿
易
関
係
の
政
府
諸
機
関
に
入
っ
て
も
ら

い
、
関
連
の
商
社
、
メ
ー
カ
ー
と
共
に
、
こ
の
ビ
ル
に
行
け
ば
す

べ
て
の
商
工
業
務
が
あ
り
、
そ
こ
で
仕
事
が
で
き
る
態
勢
が
整
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
枢
的
役
割
を
神
戸
商
工
会
議
所
が

果
た
す
こ
と
が
、
新
居
に
移
っ
た
今
日
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
神
戸
の
貿
易
の
背
後
に
あ
る
商
業
、
製
造
業
、
海
運
、
工
業

を
活
発
化
す
る
よ
う
な
中
心
的
機
能
を
、
一
日
も
早
く
貿
易
セ
ン

タ
ー
が
持
ち
う
る
よ
う
に
さ
せ
る
関
連
諸
機
関
と
神
戸
市
民
の
間

の
潤
滑
油
と
し
て
、
神
戸
商
工
会
議
所
は
着
実
な
飛
躍
を
前
に
し

て
い
る
。

☆
神
戸
貿
易
セ
ン
タ
ー
を
、
神
戸
経
済
の
飛
躍
の
起
点
に
／

山
陽
新
幹
線
神
戸
駅
、
三
宮
駅
、
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
、
そ
し

て
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
縦
軸
は
、
神
戸
の
既
成
の
横
軸
の
ビ
ル

街
の
機
能
に
比
し
て
、
一
段
と
大
き
な
飛
躍
の
起
点
に
な
る
だ
ろ

う
。
神
戸
の
人
の
動
き
を
縦
横
に
走
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神

戸
は
日
本
の
ブ
レ
ー
ン
都
市
と
な
り
、
そ
の
中
で
の
貿
易
セ
ン
タ

ー
は
ブ
レ
ー
ン
の
交
流
の
機
能
を
高
め
、
神
戸
経
済
の
着
実
な
発

展
を
結
果
す
る
。
こ
れ
は
神
戸
市
民
の
願
い
で
も
あ
る
わ
け
だ
。

の意見
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随
中
村
先
生
の
い
た
づ
ら
描
き

沼
田
か
ず
ゑ

八
画
家
・
光
風
会
Ｖ

先
年
亡
く
な
ら
れ
た
中
村
研
一
先
生

の
奥
様
は
、
殊
の
ほ
か
猫
が
お
好
き
で

私
は
上
京
の
た
び
に
お
宅
に
お
う
か
が

い
す
る
が
、
奥
様
の
お
部
屋
の
壁
に
か

け
ら
れ
て
い
る
猫
の
絵
や
、
写
真
が
お

伺
い
す
る
た
び
に
変
っ
て
お
り
、
椅
子

に
お
か
れ
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
、
飾
り
棚

一
一
一想義

一
枚
の
戯
画

題

’
1５

な
の
が
ほ
し
い
な
あ
と
思
っ
た
も
の
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
首
の
動
く
ブ
ロ
ー
チ

胴
の
部
分
に
ル
ビ
ー
を
は
め
こ
ん
だ
イ

タ
リ
ヤ
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
そ
の
他
ア
メ

リ
カ
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
各
国
の
い
ろ
い
ろ
の
装
身
具
な

ど
で
あ
る
。

そ
の
日
特
に
私
の
注
意
を
ひ
い
た
の

は
、
お
部
屋
の
壁
に
こ
れ
ま
で
見
た
こ

と
の
な
い
猫
の
版
画
と
、
和
紙
に
描
か

れ
た
一
枚
の
戯
画
で
あ
る
。

奥
様
に
お
う
か
が
い
す
る
と
版
画
は

藤
田
嗣
治
さ
ん
の
作
と
の
こ
と
、
藤
田

画
伯
の
猫
の
絵
は
有
名
で
あ
る
が
、
猫

の
版
画
を
拝
見
す
る
の
は
こ
れ
が
は
じ

め
て
で
あ
っ
た
。

い
ま
一
枚
の
戯
画
は
猫
が
口
紅
を
さ

し
、
指
の
瓜
は
赤
い
マ
ー
ー
キ
ュ
ァ
を
ほ

ど
こ
し
て
、
し
き
り
に
何
か
編
物
を
し

て
い
る
不
思
議
な
絵
で
あ
る
。
注
意
し

て
み
る
と
〃
研
一
〃
と
サ
イ
ン
し
て
あ

る
。
ま
さ
し
く
先
生
の
お
描
き
に
な
っ

た
も
の
・
「
こ
れ
は
？
」
と
お
う
か
が
い

す
る
と
「
こ
れ
ね
、
研
一
の
い
た
づ
ら

描
き
な
の
、
あ
る
と
き
〃
富
子
（
奥
様

の
お
名
前
）
が
猫
に
化
け
た
と
こ
ろ
だ

よ
〃
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
描
い
た
の
、

貰
っ
て
し
ま
っ
て
お
い
た
の
を
先
日
身

の
廻
り
を
整
理
し
た
と
き
、
と
り
出
し

て
額
に
入
れ
た
の
よ
」
と
お
つ
し
や
つ

●
●
●
●

た
。
「
ま
あ
お
い
た
な
先
生
〆
．
」
と
私

は
笑
っ
て
い
っ
た
も
の
の
、
奥
様
を
こ

よ
な
く
愛
さ
れ
た
先
生
の
、
そ
の
御
生

前
の
お
や
さ
し
か
っ
た
数
々
の
思
い
出

型嬉戯jｑ固き

の
上
の
玩
具
ま
で
が
変
っ
た
も
の
が
お

い
て
あ
る
。

●
●
●
●

奥
様
の
猫
の
蒐
集
は
、
平
面
的
な
も

の
で
は
絵
、
版
画
、
写
真
、
さ
て
は
絵

は
が
き
か
ら
雑
誌
の
切
り
抜
き
ま
で
、

立
体
的
な
も
の
で
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
玩

具
カ
ー
テ
ン
、
置
物
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
、

ペ
ン
ダ
ン
ト
、
ブ
ロ
ー
チ
等
お
よ
そ
猫

に
関
す
る
も
の
な
ら
な
ん
で
も
お
集
め

に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

先
日
も
上
京
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の

で
お
宅
に
伺
っ
た
ら
、
外
国
の
猫
の
玩

具
や
装
身
具
な
ど
を
た
く
さ
ん
見
せ
て

頂
い
た
。
そ
の
中
で
特
に
お
も
し
ろ
く

拝
見
し
た
の
は
東
北
地
方
の
、
そ
れ
は

ち
ょ
う
ど
、
兵
庫
県
の
稲
畑
人
形
の
よ

う
な
素
朴
で
野
趣
に
富
ん
だ
郷
土
色
豊

か
な
古
い
置
物
で
あ
っ
た
。
私
も
こ
ん

カット・沼田かずゑ
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唖

私
は
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
と
ニ
ュ
ー

・
オ
リ
エ
ン
ト
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
の
企

画
に
な
る
旅
八
文
学
と
美
術
を
訪
ね
て

Ｖ
の
講
師
兼
団
長
と
し
て
招
待
さ
れ
た

い
つ
こ
う

わ
け
だ
が
、
一
行
は
一
二
十
数
名
年
令
職

業
と
も
実
に
様
々
。
個
性
的
で
ま
と
ま

り
の
あ
る
愉
快
な
一
団
で
あ
っ
た
。
振

り
出
し
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
太
陽
と

緑
と
空
気
が
透
明
で
果
実
と
ビ
ー
ル
は

胃
に
し
み
た
。
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
居

城
の
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
ク
ロ
ン
ポ
ル

グ
城
。
こ
の
城
へ
向
う
途
中
の
田
野
に

囲
ま
れ
た
森
と
湖
の
あ
た
り
を
キ
エ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
が
散
策
し
た
の
だ
。
帰
り
の

バ
ス
の
中
で
も
私
は
こ
の
実
存
哲
学
者

私
は
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
と
ニ
ュ
ー

・
オ
リ
エ
ン
ト
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
の
企

画
に
な
る
旅
八
文
学
と
美
術
を
訪
ね
て

Ｖ
の
講
師
兼
団
長
と
し
て
招
待
さ
れ
た

い
つ
こ
う

わ
け
だ
が
、
一
行
は
一
二
十
数
名
年
令
職

業
と
も
実
に
様
々
。
個
性
的
で
ま
と
ま

り
の
あ
る
愉
快
な
一
団
で
あ
っ
た
。
振

り
出
し
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
太
陽
と

緑
と
空
気
が
透
明
で
果
実
と
ビ
ー
ル
は

胃
に
し
み
た
。
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
居

脆
Ｊ
・
三
雲
／
二
、
う
し
〜
，
１
ノ
雪
、
／

松
浦
直
己

へ
詩
人
Ｖ
松
浦
直
己

へ
詩
人
Ｖ

を
か
み
し
め
る
よ
う
に
な
つ
か
し
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
奥
様
の
ご
様
子
に
、
私

も
つ
い
目
頭
を
熱
く
し
た
。

そ
の
日
か
ら
数
日
た
っ
た
い
ま
で
も

そ
の
と
き
の
奥
様
の
し
み
じ
み
と
し
た

ご
様
子
が
思
い
出
さ
れ
、
そ
の
絵
が
目

の
先
に
チ
ラ
つ
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
。

を
か
み
し
め
る
よ
う
に
な
つ
か
し
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
奥
様
の
ご
様
子
に
、
私

も
つ
い
目
頭
を
熱
く
し
た
。

そ
の
日
か
ら
数
日
た
っ
た
い
ま
で
も

そ
の
と
き
の
奥
様
の
し
み
じ
み
と
し
た

ご
様
子
が
思
い
出
さ
れ
、
そ
の
絵
が
目

の
先
に
チ
ラ
つ
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

観
光
寸
断
記

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

観
光
寸
断
記

の
夕
映
え
の
老
い
た
孤
影
を
想
い
つ
づ

け
て
い
た
。
夜
の
テ
ィ
ボ
リ
公
園
と
ビ

ー
ル
と
コ
ー
ヒ
ー
。
そ
し
て
何
よ
り
も

大
柄
で
美
人
の
女
性
と
、
街
で
見
か
け

た
月
刊
誌
の
ス
エ
ー
デ
ン
美
人
の
ヌ
ー

ド
写
真
が
私
を
大
い
に
慰
め
、
以
後
私

を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
旅
行

中
ホ
テ
ル
の
私
の
ベ
ッ
ド
は
そ
の
殆
ん

ど
が
私
に
は
大
き
す
ぎ
る
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
）

パ
リ
の
朝
は
娘
。
夜
は
年
増
の
厚
化

粧
の
顔
。
そ
し
て
昼
、
自
由
時
間
に
私

は
歩
き
ま
わ
っ
た
、
観
光
コ
ー
ス
か
ら

そ
れ
て
、
セ
ー
ヌ
河
畔
の
ボ
ー
ド
レ
ー

ル
の
家
、
サ
ル
ト
ル
な
ど
実
存
主
義
者

が
屯
ろ
し
た
盛
り
場
サ
ン
・
ジ
エ
ル
マ

ン
・
デ
プ
レ
の
キ
ャ
フ
エ
・
ド
・
フ
ロ

ー
ル
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
が
八
ミ
ラ
ポ
ー

橋
の
下
を
セ
ー
ヌ
河
が
流
れ
／
わ
れ
ら

の
恋
が
流
れ
る
…
…
二
人
の
腕
の
橋
の

下
を
／
疲
れ
た
無
窮
の
時
が
流
れ
る
…

…
Ｖ
と
歌
っ
た
そ
の
橋
へ
白
昼
夢
を
見

る
人
の
よ
う
に
。
ル
ー
ブ
ル
は
観
光
客

の
騒
音
と
熱
気
が
充
満
し
、
モ
ナ
リ
ザ

も
苦
笑
し
て
い
た
。
私
は
外
の
芝
生
に

出
、
ね
こ
ろ
ん
で
陽
光
を
あ
び
、
夜
ホ

テ
ル
の
ボ
ー
イ
二
人
が
お
ご
っ
て
く
れ

た
ワ
イ
ン
と
シ
ャ
ン
ペ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

に
酔
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
と
な

唖

の
夕
映
え
の
老
い
た
孤
影
を
想
い
つ
づ

け
て
い
た
。
夜
の
テ
ィ
ボ
リ
公
園
と
ビ

ー
ル
と
コ
ー
ヒ
ー
。
そ
し
て
何
よ
り
も

大
柄
で
美
人
の
女
性
と
、
街
で
見
か
け

た
月
刊
誌
の
ス
エ
ー
デ
ン
美
人
の
ヌ
ー

ド
写
真
が
私
を
大
い
に
慰
め
、
以
後
私

を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
旅
行

中
ホ
テ
ル
の
私
の
ベ
ッ
ド
は
そ
の
殆
ん

ど
が
私
に
は
大
き
す
ぎ
る
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
）

パ
リ
の
朝
は
娘
。
夜
は
年
増
の
厚
化

粧
の
顔
。
そ
し
て
昼
、
自
由
時
間
に
私

は
歩
き
ま
わ
っ
た
、
観
光
コ
ー
ス
か
ら

そ
れ
て
、
セ
ー
ヌ
河
畔
の
ボ
ー
ド
レ
ー

ル
の
家
、
サ
ル
ト
ル
な
ど
実
存
主
義
者

が
屯
ろ
し
た
盛
り
場
サ
ン
・
ジ
エ
ル
マ

ン
・
デ
プ
レ
の
キ
ャ
フ
エ
・
ド
・
フ
ロ

ー
ル
、
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
が
八
ミ
ラ
ポ
ー

橋
の
下
を
セ
ー
ヌ
河
が
流
れ
／
わ
れ
ら

の
恋
が
流
れ
る
…
…
二
人
の
腕
の
橋
の

下
を
／
疲
れ
た
無
窮
の
時
が
流
れ
る
…

…
Ｖ
と
歌
っ
た
そ
の
橋
へ
白
昼
夢
を
見

る
人
の
よ
う
に
。
ル
ー
ブ
ル
は
観
光
客

の
騒
音
と
熱
気
が
充
満
し
、
モ
ナ
リ
ザ

も
苦
笑
し
て
い
た
。
私
は
外
の
芝
生
に

出
、
ね
こ
ろ
ん
で
陽
光
を
あ
び
、
夜
ホ

テ
ル
の
ボ
ー
イ
二
人
が
お
ご
っ
て
く
れ

た
ワ
イ
ン
と
シ
ャ
ン
ペ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

に
酔
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
と
な

く
見
て
き
た
壮
大
な
寺
院
と
そ
の
内
部

の
闇
が
私
の
夜
を
閉
じ
こ
め
た
。

イ
タ
リ
ア
の
ポ
ン
ペ
イ
同
様
、
ギ
リ

シ
ア
の
ミ
ケ
ネ
、
コ
リ
ン
ト
の
遺
跡
は

私
を
古
代
へ
失
綜
さ
せ
、
ア
テ
ネ
の
パ

’
1６

ン
テ
オ
ン
の
神
々
し
い
華
麗
さ
、
雄
大

さ
は
人
類
の
あ
ほ
ら
し
さ
を
廟
笑
し
て

い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ガ

メ
ム
ノ
ン
の
城
辻
で
は
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス

や
エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
の
悲
劇
「
エ
レ
ク

ト
ラ
」
、
ア
イ
ス
キ
ユ
ロ
ス
の
「
オ
レ

ス
テ
イ
ァ
」
を
回
想
し
時
を
忘
れ
た
け

れ
ど
、
四
、
五
時
間
も
走
り
つ
づ
け
る

バ
ス
の
窓
か
ら
見
た
岩
山
と
オ
リ
ー
ブ

の
原
野
こ
そ
私
を
絶
句
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
風
土
の
中
で
こ
そ
人
間
の
思

考
が
始
ま
っ
た
の
だ
と
私
は
久
方
ぶ
り

に
私
の
脳
髄
の
鼓
動
を
聞
い
た
の
で
あ

っ
た
。
エ
ー
ゲ
海
に
二
日
間
遊
ぶ
。
エ

メ
ラ
ル
ド
色
の
海
、
太
陽
は
明
る
く
、

乾
い
た
風
の
中
に
点
在
す
る
小
島
。
た

ゆ
と
う
私
た
ち
の
国
際
船
オ
ル
フ
エ
ウ

ス
号
の
デ
ィ
ナ
ー
で
外
人
の
ア
ベ
ッ
ク

が
英
語
で
話
し
か
け
た
。
万
国
博
や
ら

日
本
語
の
む
つ
か
し
さ
な
ど
。
娘
が
と

て
も
美
し
か
っ
た
の
で
、
私
は
日
本
語

の
例
と
し
て
愛
あ
い
ア
イ
﹈
ｇ
の
と
書

い
て
渡
し
た
ら
、
ぼ
－
つ
と
彼
女
の
頬

が
燃
え
た
よ
う
だ
っ
た
。
彼
女
は
記
念

に
そ
の
紙
切
れ
を
く
れ
と
い
い
、
男
は

ワ
イ
ン
を
注
文
し
、
皆
ん
な
兄
弟
だ
と

い
っ
て
乾
杯
し
た
。
島
の
ひ
と
つ
ヒ
ド

ラ
の
海
岸
で
夕
方
開
高
健
が
釣
を
し
て

い
た
が
、
私
は
声
を
か
け
な
か
っ
た
。

私
は
彼
の
作
品
を
殆
ん
ど
読
ま
な
い
か

ら
。
デ
ロ
ス
島
ｌ
金
髪
の
ア
ポ
ロ
が
生

ま
れ
か
っ
て
商
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た

こ
の
島
の
遺
跡
を
私
は
半
裸
で
歩
き
ま

わ
っ
た
。
み
ご
と
な
男
根
の
彫
刻
と
奴

ン
テ
オ
ン
の
神
々
し
い
華
麗
さ
、
雄
大

さ
は
人
類
の
あ
ほ
ら
し
さ
を
廟
笑
し
て

い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ガ

メ
ム
ノ
ン
の
城
辻
で
は
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス

や
エ
ウ
リ
ピ
デ
ー
ス
の
悲
劇
「
エ
レ
ク

ト
ラ
」
、
ア
イ
ス
キ
ユ
ロ
ス
の
「
オ
レ

ス
テ
イ
ァ
」
を
回
想
し
時
を
忘
れ
た
け

れ
ど
、
四
、
五
時
間
も
走
り
つ
づ
け
る

バ
ス
の
窓
か
ら
見
た
岩
山
と
オ
リ
ー
ブ

の
原
野
こ
そ
私
を
絶
句
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
風
土
の
中
で
こ
そ
人
間
の
思

考
が
始
ま
っ
た
の
だ
と
私
は
久
方
ぶ
り

に
私
の
脳
髄
の
鼓
動
を
聞
い
た
の
で
あ

っ
た
。
エ
ー
ゲ
海
に
二
日
間
遊
ぶ
。
エ

メ
ラ
ル
ド
色
の
海
、
太
陽
は
明
る
く
、

乾
い
た
風
の
中
に
点
在
す
る
小
島
。
た

ゆ
と
う
私
た
ち
の
国
際
船
オ
ル
フ
エ
ウ

ス
号
の
デ
ィ
ナ
ー
で
外
人
の
ア
ベ
ッ
ク

が
英
語
で
話
し
か
け
た
。
万
国
博
や
ら

日
本
語
の
む
つ
か
し
さ
な
ど
。
娘
が
と

て
も
美
し
か
っ
た
の
で
、
私
は
日
本
語

の
例
と
し
て
愛
あ
い
ア
イ
﹈
ｇ
の
と
書

い
て
渡
し
た
ら
、
ぼ
－
つ
と
彼
女
の
頬

が
燃
え
た
よ
う
だ
っ
た
。
彼
女
は
記
念

に
そ
の
紙
切
れ
を
く
れ
と
い
い
、
男
は

ワ
イ
ン
を
注
文
し
、
皆
ん
な
兄
弟
だ
と

い
っ
て
乾
杯
し
た
。
島
の
ひ
と
つ
ヒ
ド

ラ
の
海
岸
で
夕
方
開
高
健
が
釣
を
し
て

い
た
が
、
私
は
声
を
か
け
な
か
っ
た
。
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何
か
が
起
る
と
い
う
予
感
が
す
る
口
Ｈ

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の
日
も
風
が

強
く
雨
が
降
り
台
風
の
中
に
い
る
よ
う

な
空
を
な
が
め
、
何
か
が
起
る
と
予
感

し
た
一
日
で
あ
っ
た
。
僕
は
毎
日
今
日

は
ど
ん
な
ハ
プ
ー
ー
ン
グ
に
出
会
う
か
楽

し
み
に
し
て
生
き
て
い
る
。
僕
の
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
と
は
芸
術
活
動
の
一
つ
の

概
念
と
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
、
た
だ
単
な
る
突
発
的
な

あ
る
い
は
偶
然
お
こ
っ
た
出
来
事
に
す

ぎ
な
い
。

×
月
×
日
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
期
待
と

不
安
で
箱
根
登
山
電
車
に
の
っ
て
ガ
タ

ガ
タ
ゴ
ト
ゴ
卜
真
黒
な
空
か
ら
お
り
て

く
る
雨
の
中
。
パ
ッ
ト
眼
の
中
に
拡
ら

か
れ
た
空
間
。
巨
大
な
る
彫
刻
。
彫

刻
。
緑
の
芝
生
。
興
奮
し
て
い
る
顔
．
：

隷
の
部
屋
と
完
備
し
た
下
水
が
今
も
睦

っ
て
く
る
。
ミ
コ
ノ
ス
島
の
白
亜
の
家

並
、
樹
木
、
道
も
ま
っ
白
の
人
工
的
雪

景
色
ま
つ
白
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
っ
た

三
十
セ
ン
チ
も
あ
る
ロ
ブ
ス
タ
ー
と
ワ

イ
ン
の
味
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
食
っ
た
の

と
共
に
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

絵
の
な
い
絵
日
記

植
松
圭
一
一

八
立
体
造
形
家
Ｖ

局
冒
巨
誌
の
×
×
×
×
（
あ
る
彫
刻
家

の
娘
さ
ん
）
胃
》
白
丙
①
嘗
口
①
日
呉
呂

な
ん
て
カ
ッ
コ
よ
く
話
を
す
る
。
や
っ

と
僕
の
作
品
の
と
こ
ろ
へ
。
八
戸
㎡

日
『
三
○
房
ｖ
八
○
面
、
言
○
且
①
罵
巳
ｖ

な
ん
て
い
っ
た
か
い
わ
な
い
か
忘
れ
た

が
。
「
あ
な
た
も
僕
の
作
品
の
一
部
だ
」

な
ん
て
キ
ザ
ナ
コ
ト
い
い
た
か
っ
た
ん

だ
け
ど
恥
か
し
が
り
や
の
僕
何
も
い
え

な
く
て
ム
ウ
ム
ウ
ム
／

八
あ
な
た
の
空
間
と
私
の
空
間
に
な

が
れ
る
風
は
吹
き
ぬ
け
た
。
す
べ
て
の

も
の
は
透
視
さ
れ
作
品
と
な
る
あ
な
た

と
雲
と
空
と
ｖ

そ
し
て
僕
の
作
品
で
あ
っ
て
僕
の
手

を
は
な
れ
て
し
ま
っ
た
作
品
を
ま
わ
り

か
ら
み
ま
わ
す
。
ど
こ
か
ら
み
て
も
同

じ
形
を
み
せ
な
い
変
わ
り
も
の
の
透
視

さ
れ
た
彫
刻
は
い
き
た
え
だ
え
で
も
な

く
強
風
の
中
で
も
呼
吸
を
し
て
い
た
。

す
こ
し
安
心
し
た
僕
は
カ
ワ
イ
コ
チ
ャ

ン
の
あ
と
を
追
っ
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ

テ
ィ
ヘ
・
ヤ
ア
ー
な
ん
て
手
を
上
げ
調

子
よ
く
話
を
す
る
。
と
こ
ろ
が
と
こ
ろ

が
…
…
話
が
チ
ョ
ッ
ト
お
か
し
い
。
カ

ワ
イ
コ
チ
ャ
ン
は
冨
諒
の
で
な
く
巨
儲

で
あ
っ
た
。
僕
の
夢
も
破
れ
は
て
シ
ョ

ン
ボ
リ
。
そ
の
あ
と
彫
刻
の
森
美
術
館

の
山
か
ら
山
へ
虹
が
出
た
。
○
乏
言
呂

号
鴎
昌
な
ん
て
い
う
僕
は
ま
た
ひ
と

り
。
ア
ー
カ
ワ
イ
コ
チ
ャ
ン
が
い
た
ら

い
い
の
に
な
あ
。
な
ん
て
今
日
も
ま
た

制
作
の
あ
い
間
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
期
待

し
て
三
宮
を
あ
る
い
て
い
る
。

笑
っ
て
い
る
僕
の
顔
。
傘
を
さ
し
て
一

人
彫
刻
の
森
美
術
館
へ
。

強
風
の
吹
き
ぬ
け
る
中
、
ス
ゴ
イ
雨

の
中
、
僕
は
傘
一
本
も
っ
て
芝
生
の
上

を
歩
く
。
そ
れ
ぞ
れ
が
呼
吸
し
て
い
る

彫
刻
の
中
、
僕
の
作
品
は
い
ず
こ
に
あ

る
の
か
、
全
然
み
え
な
い
。
二
’
三
○

ｍ
は
な
れ
る
と
空
気
の
も
や
に
な
っ
て

し
ま
う
僕
の
作
品
は
ほ
ん
と
に
こ
こ
に

あ
る
の
か
し
ら
と
チ
ョ
ッ
ト
不
安
な
僕

の
顔
。
な
ん
と
い
っ
て
も
三
万
三
千
平

方
ｍ
の
芝
生
だ
し
。
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
キ

ョ
ロ
。
見
え
た
″
で
も
な
ん
て
影
の
う

す
い
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
一
瞬
シ
ョ
ン

ポ
リ
し
て
し
ま
っ
た
僕
。

歩
く
順
序
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
と

す
る
な
ら
僕
は
間
違
っ
た
に
違
い
な
い

僕
の
作
品
の
あ
る
と
こ
ろ
に
い
く
ま
で

に
は
遠
す
ぎ
る
。
失
望
す
る
に
し
て
も

喜
ぶ
に
し
て
も
こ
ん
な
時
は
お
そ
い
方

が
い
い
。
他
の
作
品
を
み
て
ま
わ
る
。

空
か
ら
空
へ
と
い
う
詩
的
で
あ
り
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
。
二
ト
ン
程
の
石
が

の
つ
か
っ
た
作
品
。
写
真
の
方
が
ョ
カ

ッ
タ
、
オ
ッ
パ
イ
の
作
品
な
ど
み
て
た

時
雨
に
ぬ
れ
て
る
こ
と
な
ど
忘
れ
て
た

僕
。
僕
の
少
し
前
を
歩
い
て
い
る
外
人

の
カ
ワ
イ
コ
チ
ャ
ン
一
人
、
カ
ッ
ク
イ

イ
ー
で
も
僕
は
彫
刻
を
み
る
の
に
必

死
。
突
然
チ
ヤ
ポ
ン
、
カ
ワ
イ
コ
チ
ャ

ン
も
僕
も
水
の
中
。
胃
》
目
の
貝
昌
な
ん

て
い
わ
れ
て
夢
中
に
な
っ
て
た
僕
ム
ウ

ム
ウ
ム
／
三
○
、
ｚ
○
、
そ
れ
か
ら
カ

タ
コ
ト
の
英
語
と
カ
タ
コ
ト
の
日
本
語

’
1７
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私
達
は
ま
る
で
兄
弟
や
姉
妹
の
様
で
す

と
の
シ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
運
動
は
、
一

九
六
五
年
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
（
冨
日
巴
詞
①
‐

閏
目
画
目
の
具
巨
○
ぐ
①
日
の
貝
）
に
よ
っ

て
開
か
れ
て
い
た
青
年
会
議
の
席
上
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
、
こ

の
集
会
の
ね
ら
い
は
「
若
者
た
ち
に
生

活
の
目
標
と
目
的
を
与
え
、
彼
等
を
責

任
あ
る
愛
国
的
な
市
民
に
つ
く
り
あ
げ

る
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
青
年
達
に
将
来

明
る
い
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
シ
テ
ィ
神

戸
。
私
達
は
「
シ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
・
神

戸
」
の
も
つ
雰
囲
気
こ
そ
、
こ
の
「
神

戸
」
そ
の
も
の
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す

十
数
カ
国
の
若
者
達
が
、
自
分
達
が
世

界
に
向
か
っ
て
叫
び
た
い
こ
と
を
身
体

全
体
で
、
瞳
を
輝
か
せ
て
歌
っ
て
い
ま

す
。 シ

ン
グ
・
ア
ウ
ト

神
戸

酒
井
ゆ
か
り

☆
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と

’
1８

tQupwithpeople,，
シングアウト神戸のバッヂ

の
指
導
者
に
な
る
た
め
の
準
備
を
せ
よ

と
す
す
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
突

然
一
人
の
女
子
学
生
が
立
ち
あ
が
り
ま

●
●
●

し
た
。
「
私
は
、
今
、
即
刻
に
指
導
者

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

ビ
ー
ト
族
、
学
校
内
の
暴
動
、
反
戦
デ

モ
隊
な
ど
が
つ
く
り
あ
げ
た
ア
メ
リ
カ

の
青
年
像
に
は
、
あ
き
あ
き
し
ま
し

た
。
」
そ
し
て
、
こ
う
続
け
ま
し
た
「
み

な
さ
ん
や
私
は
、
あ
あ
い
う
人
達
が
私

達
青
年
の
代
表
像
で
は
な
い
と
い
う
事

を
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
大

衆
は
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
外
国

の
人
々
は
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
こ
の
不
名
誉
な
印
象
を
あ

●
●
●
●
●
●
●

ら
た
め
る
た
め
に
、
何
か
め
ざ
ま
し
い

●
●
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

そ
し
て
、
破
壊
と
反
対
デ
モ
と
、
憎

し
み
の
か
わ
り
に
、
「
明
日
の
世
界
に

向
か
っ
て
、
自
分
が
何
が
出
来
る
の
か

み
ん
な
と
一
緒
に
何
を
や
っ
て
ゆ
け
ば

い
い
の
か
。
」
と
い
う
、
新
し
い
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
き
お
こ
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
シ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
（
高
ら

か
に
歌
う
）
で
す
。
今
、
シ
ン
グ
・
ア

ウ
ト
は
ア
ッ
プ
・
ウ
ィ
ズ
・
ピ
ー
プ
ル

（
人
を
け
な
す
の
で
な
く
、
お
互
い
に

高
め
あ
う
、
一
緒
に
や
っ
て
ゆ
こ
う
…

と
い
う
よ
う
な
意
味
）
と
い
う
言
葉
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
世
界
中
を
ま
わ
っ
て

い
ま
す
。
ア
ジ
ア
に
も
ア
フ
リ
カ
に
も

ョ
－
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に
も
、
Ｍ
Ｒ

Ａ
が
な
い
と
い
う
国
が
な
い
く
ら
い
に

世
界
中
に
仲
間
が
い
ま
す
。

シ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
・
神
戸
は
約
五
十

名
、
毎
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
二
十

数
名
が
集
ま
り
ま
す
。
甲
南
高
校
の
住

リ
ヨ
ウ

友
君
を
は
じ
め
、
中
国
の
彦
君
、
イ
ン

ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア

メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
等

中
学
か
ら
大
学
ま
で
の
若
者
達
が
歌
の

練
習
を
し
た
り
、
話
し
合
い
を
し
た
り

遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
神
戸

カ
ー
ニ
バ
ル
参
加
や
、
そ
の
他
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
た
り
、
学
校
や

施
設
等
で
歌
う
こ
と
も
活
動
の
一
端
で

す
。
昔
の
神
戸
の
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
は
、
神
戸

の
著
名
な
方
々
の
名
前
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
で
も
、
組
織
で
は
な
い
こ
の
集

り
は
、
ち
い
さ
く
な
っ
た
り
、
大
き
く

な
っ
た
り
、
様
々
な
形
を
つ
く
っ
て
き

ま
し
た
。
今
も
ま
た
新
し
い
出
発
の
時

だ
と
思
い
ま
す
。
世
界
の
町
々
に
あ
る

シ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
の
一
つ
と
し
て
、
神

戸
で
も
何
か
す
ば
ら
し
い
事
を
は
じ
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
連
絡
先
神
戸
市
垂
水
区
塩
屋
町
桓

ノ
内
九
七
二
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｍ
４
２
２
７
酒
井

昨
年
の
夏
は
「
シ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
・

ア
ジ
ア
」
が
組
織
さ
れ
、
全
米
二
十
七

州
に
ア
ジ
ア
の
心
と
希
望
を
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
卜
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
神
戸

か
ら
も
、
数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
一
緒
に
苦
労
し
、
汗
を
流
す
こ

と
が
私
達
ア
ジ
ア
人
が
、
心
配
し
あ
い

助
け
あ
う
た
め
の
一
番
近
道
だ
と
い
う

こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
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1９

晴れの日を飾る
ウェディングケーキ

5,00 0円より
披露宴・オードブル承ります

ｺﾞ唖』山
神戸本店3 3 - 0 0 2 1 ．三地下店

甲子園店・豊中店・六甲店

きものと細貨

為んぜら港
神戸

西店/ 三宮センター街・電話３３－８８３６（代）
東店/ 三宮センター街・電話３３－０６２９
三宮店/ さんちかタウン・電話３９－４３０３

東京

銀座店/銀座並木通･電話573-:３；§(代）
渋谷店/ 東急本店・電話4 ６２－３４０９（直）

（５階和装名家街）
日本橋店/ 東急日本橋店・電話2 １１－０５１１（代）

（４階和装名家街）（内線２９４）
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